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研究の目的と進め方

本研究の目的は,カイコをモデル動物として,感覚器,神

経,内分泌器官由来のcDNAライブラリーを作製し,大量

cDNA解析によるESTデータベースを元にした網羅的な

解析を行うことで,雌雄個体間で行われるフェロモンを介

した情報伝達と,ホルモンによる組織・細胞レベルでの機

能調節のメカニズムを分子レベルで解明することである.

カイコのフェロモン・ホルモンなどの標的組織である触

角,脂,前胸腺,フェロモン腺,アラタ体などは,昆虫の特異

的分子制御機構の解析に最適な組織であるが,それぞれの

組織での遺伝子発現プロファイルの解析は進んでいない.

これらの組織由来cDNAライブラリーの大量EST解析を

行うことは,フェロモンレセプターとそのシグナル伝達の

下流に存在する遺伝子群,神経ホルモン(前胸腺刺激ホル

モン,フェロモン生合成活性化神経ペプチド,エクジソン

など)の標的組織における分子機構を解明し,フェロモン

による雌雄個体間の情報伝達,ホルモンによる個体内の情

報伝達とメカニズムを明らかにするだけではなく,昆虫の

特殊性と普遍性への理解を深めることにつながる.

2001年度の研究の当初計画

内分泌・感覚器由来cDNAライブラリーと平均化ライ

ブラリーの構築終了と1万クローン以上の新規大量シーク

エンスによるESTデーターペース拡充と情報伝達機構に

関与する遺伝子群の単離.

2001年度の成果

本年度中に,カイコ純系系統p50由来のメスフェロモン
腺,オスアンテナ,5齢幼虫神経節のcDNAライブラリーを

構築,さらにそれらのライブラリーをすべて平均化した.

これらのcDNAライブラリー,平均化ライブラリーから,

それぞれランダムに1-2,000クローンの5'末端のワンパス

シークエンスを行い, ESTデータ化した.合計で6,000個の

ESTデータが得られた.現在,得られたデータの詳細な解

析を行っている.フェロモン腺からは,これまでに単離さ

れていた性フェロモン合成に関与するacyl-CoA desaturase

とは違う新規のacyl-CoA desaturaseが数種類単離された.

またフェロモン腺への脂質輸送に関連すると考えられる

Low density lipoprotein recepter(LDLR)と有意なホモロジー

がある遺伝子が単離され,この遺伝子の発現は成虫では,

フェロモン腺特異的,幼虫では勉原基特異的な遺伝子発現

パターンを示すことが判明した.またアンテナからは,約

10種類のフェロモン結合タンパク質,アンテナ特異的タン

パク質群の存在が示され,アンテナでの多様な情報伝達系

の存在が示唆された.

国内外での成果の位置づけ

カイコESTデータベース(www.ab.a.u-tokyo.ac.jp/silk-

base/)は,ショウジョウバエ以外の昆虫では最大規模のデ

ータベースであり,クローン分譲依頼は9割が国外の昆虫

研究者のみならず,様々な研究者,製薬企業などから来る

ことからも注目度は高いと考えられる.

達成できなかったこと,予想外の困難,その理由

それぞれ独立したライブラリー由来ESTデータのライ

ブラリ一間相互比較の効率化.

今後の課題

これまでのクローンに関する3'末端のEST化とデータ

ベース化.
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これまでに構築,シークエンスを行った発現ライブラリー
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